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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第26期
第３四半期
累計期間

第27期
第３四半期
累計期間

第26期
第３四半期
会計期間

第27期
第３四半期
会計期間

第26期

会計期間

自平成20年
９月１日
至平成21年
５月31日

自平成21年
９月１日
至平成22年
５月31日

自平成21年
３月１日
至平成21年
５月31日

自平成22年
３月１日
至平成22年
５月31日

自平成20年
９月１日
至平成21年
８月31日

売上高（千円） 1,689,0021,042,359472,973 295,8992,044,167

経常利益又は経常損失(△)

（千円）
6,936 △15,978 △25,025 △12,612 △16,160

四半期純利益又は四半期(当期)純

損失(△)（千円）
3,604 △4,590 △13,798 △1,758 △16,986

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 295,000 295,000 295,000

発行済株式総数（株） － － 8,400 8,400 8,400

純資産額（千円） － － 848,359 816,917 827,769

総資産額（千円） － － 2,947,7152,611,0722,847,551

１株当たり純資産額（円） － － 101,624.3397,857.8999,157.83

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期(当期)純損失金

額(△)（円）

430.81 △549.94△1,652.89△210.68△2,031.35

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － 750

自己資本比率（％） － － 28.8 31.3 29.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
249,761 198,774 － － 340,982

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△86,080 △13,380 － － △89,587

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
4,907 △176,453 － － △24,577

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 540,827 607,995 599,055

従業員数（人） － － 96 73 96

　（注）１．当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．第26期第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、新株予約権の残高は

ありますが、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第27期第３四半期累計期間、第26期第３四半期会計期間、第27期第３四半期会計期間及び第26期の潜在株式

調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、新株予約権の残高はありますが、１株当たり四半期

(当期)純損失であるため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

３【関係会社の状況】

　当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年５月31日現在

従業員数（人） 73 (11)

（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマーを含みます。）は、当第３四半期会計期間の平均人員

を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社において、開示対象となる事業の種類別セグメントはありませんので、区分ごとに記載しております。

(1）生産実績

　当第３四半期会計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日）の生産実績を区分ごとに示すと、次のと

おりであります。

区分

当第３四半期会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

金額（千円） 前年同期比（％）

オーダー加工品 135,294 53.1

企画品 78,814 92.8

その他 3,039 34.7

合計 217,148 62.3

　（注）１．金額は製造原価によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第３四半期会計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日）の受注状況を区分ごとに示すと、次のと

おりであります。

区分

当第３四半期会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

オーダー加工品 161,764 82.0 79,745 58.5

企画品 128,129 83.0 12,825 103.8

その他 21,633 78.8 8,383 95.8

合計 311,528 82.2 100,954 64.1

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第３四半期会計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日）の販売実績を区分ごとに示すと、次のと

おりであります。

区分

当第３四半期会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

金額（千円） 前年同期比（％）

オーダー加工品 157,012 53.2

企画品 119,273 79.7

その他 19,613 69.0

合計 295,899 62.6

　（注）１．前第３四半期会計期間及び当第３四半期会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販

売実績に対する割合は次のとおりであります。
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相手先

前第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

ベニックス株式会社 108,610 23.0 23,252 7.9

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

(1) 当第３四半期会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

(2) 提出会社が将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況その他

提出会社の経営に重要な影響を及ぼす事象

　当社は前事業年度末に営業損失11,167千円を計上しており、当第３四半期会計期間は、製造経費、販売管理費の削減

に努めてまいりましたが、未だ営業損失16,300千円を計上しております。当該状況により継続企業の前提に重要な疑

義を生じさせるような事象が存在しております。

　今後は「４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　(5) 事業等のリスクに記載した重要事象等

について」に記載の利益改善の取り組みを実行することで、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象

を解消できるものと考えております。　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第３四半期会計期間における我が国経済は、リーマンショック後から続く景気低迷から回復基調にあるものの、

依然として全ての産業における設備投資の抑制、建設業界の着工件数減及び雇用情勢の悪化など総じて厳しい状況

で推移いたしました。当社の属する金属加工業界におきましては、原材料価格の上昇及び需要回復の遅れなど受注

環境の先行きに不透明感を残す状況でありました。 

　このような状況の中、当社は「加工のデパートを目指し、加工アイテムの増加に経営資源を集中する」、「加工ベ

ンチャーの精神で、加工の二文字が持つ無限大の可能性を追求し続ける」という理念のもと事業領域の拡大を図

り、また、当社独自の「オールインワン加工システム」による高品質・低コスト・短納期の加工をユーザーへ提供

してまいりました。

　オーダー加工品におきましては、設備投資の抑制による大型案件の少ない中、駐車場向け外装パネル、リチウムイ

オン電池工場向けクリーンルーム用パネル及び首都圏私鉄駅舎用外装板パネル、平成23年春に全線開業される九州

新幹線「博多駅ビル」外装パネル等の様々な業界に向けて受注に努めてまいりました。 

　また、環境関連領域として更なる市場拡大が期待される太陽光発電の領域において、太陽光パネル用架台が太陽光

発電の導入を促進する制度が施行されたことにより、一般住宅向け、産業向けに前年通期実績を凌ぐ状況でありま

した。このような状況を踏まえて、建築基準法に基づいた架台の構造計算及び応力度計算を可能とした社内体制を

整備し、電気工事業界、重電業界及び電力会社など関連業界への積極的な受注活動を行ってまいりました。しかしな

がら、前年同期に大型受注案件があったこともあり、オーダー加工品の売上高は、157,012千円(前年同期比46.8％

減）となりました。

　企画品におきましては、既存顧客の掘り起こし及び新規顧客の増加を図るための施策を積極的に実施して、営業強

化を図ってまいりました。しかしながら、建設業界の着工件数の低迷、農業、畜産におけるハウス及び畜舎等の設備

投資の減少などの要因により、主力製品である波板・折板をはじめ全般的に厳しい状況でありました。以上の結果、

企画品の売上高は、119,273千円(前年同期比20.3％減）、その他の売上高は19,613千円(前年同期比31.0％減）とな

りました。

　管理面におきましては、平成21年11月に実施いたしました希望退職による人件費の削減及び加工工程の更なる合

理化を図り、低迷する需要環境の中で利益体質の強化に向けて、強固な管理体制の構築を図ってまいりました。 

　さらに、当社は、品質向上をメーカーとして重要な責務として捉えております。今後の販売領域の多様化に備えて、

品質の改善・安定・向上に対する取り組みを強化していくため、既存の「ＩＳＯ事務局」を改組し「品質管理部」

を設置いたしました。このことにより、顧客ニーズに対して、これまで以上の高品質な加工製品を提供するよう努力

してまいりました。 

　結果といたしまして、当第３四半期会計期間の売上高は295,899千円(前年同期比37.4％減）、営業損失16,300千円

(前年同期は21,263千円の営業損失）、経常損失12,612千円(前年同期は25,025千円の経常損失）、四半期純損失

1,758千円(前年同期は13,798千円の四半期純損失）となりました。

　なお、当第３四半期累計期間における売上高は1,042,359千円（前年同期比38.3%減）、営業損失29,376千円(前年

同期は15,529千円の営業利益)、経常損失15,978千円(前年同期は6,936千円の経常利益)、四半期純損失4,590千円

（前年同期は3,604千円の四半期純利益）となりました。
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(2) キャッシュ･フローの状況

　当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、第２四半期会計期間末に比べ

33,113千円減少し、607,995千円となりました。

　また、当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期会計期間において営業活動の結果得られた資金は40,875千円（前年同四半期は118,742千円の獲

得）となりました。

　これは主に、仕入債務の減少5,262千円がありましたが、売上債権の減少26,308千円、たな卸資産の減少37,644千

円、減価償却費48,933千円により資金が増加したことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期会計期間において投資活動の結果使用した資金は4,294千円（前年同四半期は4,155千円の使用）と

なりました。

　これは主に、定期預金の預入14,047千円により資金が減少したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期会計期間において財務活動の結果使用した資金は69,694千円（前年同四半期は21,658千円の獲得）

となりました。 

　これは主に、短期借入金の純減額40,000千円、長期借入金の返済29,678千円により資金が減少したことによるもの

であります。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題についての重要な変更はありません。

次へ
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(4) 研究開発活動

　当第３四半期会計期間における研究開発活動の金額は、220千円であります。

　なお、当第３四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

次へ
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(5) 事業等のリスクに記載した重要事象等について

　当社は、継続的な営業損失の状況からの早期脱却を最大の課題として、以下に示す具体的な施策を積極的に推進し

ております。

①経費削減

　当社が属する金属加工業界にとりまして、厳しい経営環境が今後も継続するものと予測されます。このような状

況下、役員報酬の減額、希望退職者の募集及び製造ラインの合理化等の全社的な経費の見直し、抑制に積極的に取

り組んでおります。

②売上高の維持・確保

　受注環境が不透明な状況でありますが、環境関連として市場の拡大が見られる太陽光パネル取付け用架台や駐

車場外壁パネルなどの受注に積極的に取り組んでおります。また、当社の持つ「オールインワン加工（一貫生産

体制）」の特性を生かし、時流適応の戦略製品の開発と顧客満足度の高い製品を提供することに注力してまいり

ます。

　以上の施策により、当第３四半期会計期間における業績は概ね予定どおりに推移しており、当社は継続企業の前提

に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。従って、継続企業の前提に関する注記に該当する事

項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等について、

重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000

計 24,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年７月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,400 8,400
福岡証券取引所

（Ｑ－Ｂｏａｒｄ市場）

当社は単元株制度

は採用しておりま

せん。

計 8,400 8,400 － －
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（２）【新株予約権等の状況】

　会社法第238条及び第239条の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成18年８月３日臨時株主総会決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年５月31日）

新株予約権の数（個） 27

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 108

新株予約権の行使時の払込金額（円） 155,000

新株予約権の行使期間
自　平成20年８月４日

至　平成28年８月３日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　　　 155,000

資本組入額　　　　　77,500

新株予約権の行使の条件

・新株予約権の行使の時点において、権利者が下記のいず

れかの身分であることを要する。

ａ．当社の取締役、監査役または使用人。

ただし、任期満了による退任、定年退職、その他取締

役会決議において正当な理由があると認めた場合

にはこの限りではない。

ｂ．顧問、アドバイザー、コンサルタントその他名目の

如何を問わず当社との間で委任、請負等の継続的な

契約関係にある者。

・新株予約権者の相続人による新株予約権の行使は認め

ない。

・その他行使の条件については、当社と新株予約権者との

間で締結する「新株予約権割当契約書」に定めるとこ

ろによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡による新株予約権の取得については、取締役会の承認

を要するものとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　（注）１．新株予約権の発行後、当社が株式を分割または株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調

整する。

ただし、この調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式の数につ

いて行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てる。

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

また、当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合、当社が他社と株式

交換を行い完全親会社となる場合、または当社が新設分割もしくは吸収分割を行う場合、当社は必要と認め

る株式数の調整を行う。

なお、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により１株当たりの払込金額を調整し、調整によ

る１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

また、当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合、当社が他社と株式

交換を行い完全親会社となる場合、または当社が新設分割もしくは吸収分割を行う場合、当社は必要と認め

る払込金額の調整を行う。

２．平成19年３月20日開催の取締役会決議により、平成19年４月10日付で１株を４株とする株式分割を行ってお

ります。これにより「新株予約権の目的となる株式の数」、「新株予約権の行使時の払込金額」及び「新株

予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」が調整されております。
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成22年３月１日～

平成22年５月31日
－ 8,400 － 295,000 － 215,000

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。

（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年２月28日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。 

①【発行済株式】

 平成22年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　52 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　8,348　 8,348 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 8,400 － －

総株主の議決権 － 8,348 －

 

②【自己株式等】

 平成22年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

日創プロニティ

株式会社

福岡県福岡市南区

向野一丁目15番29号
52 － 52 0.61

計 － 52 － 52 0.61

EDINET提出書類

日創プロニティ株式会社(E02493)

四半期報告書

14/30



２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
９月

10月 11月 12月
平成22年
１月

２月 ３月 ４月 ５月

最高（円） 47,00046,20041,50035,70032,00031,50030,00035,50035,500

最低（円） 44,10036,80026,00028,60026,50026,95027,20027,00030,000

　（注）　最高・最低株価は、福岡証券取引所Ｑ－Ｂｏａｒｄ市場におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期会計期間（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成20

年９月１日から平成21年５月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間（平成

22年３月１日から平成22年５月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成21年９月１日から平成22年５月31日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成21年３月１日から平成21

年５月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成20年９月１日から平成21年５月31日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第３四半期会計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成

21年９月１日から平成22年５月31日まで）に係る四半期財務諸表について、如水監査法人による四半期レビューを受

けております。

　なお、当社は前第３四半期会計期間（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）及び前第３四半期累計期間

（平成20年９月１日から平成21年５月31日まで）に係る四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、訂正後の

四半期財務諸表について、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、改めて如水監査法人より四半期レ

ビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年５月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 684,075 664,083

受取手形及び売掛金 320,262 398,966

商品及び製品 18,572 39,906

仕掛品 24,447 45,965

原材料及び貯蔵品 233,509 271,924

前払費用 1,580 935

繰延税金資産 23,092 6,713

未収入金 3,846 7,573

その他 34,870 730

貸倒引当金 △1,455 △1,725

流動資産合計 1,342,803 1,435,073

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 415,257

※1
 433,371

構築物（純額） 12,812 15,198

機械及び装置（純額） 609,110 728,981

車両運搬具（純額） 1,133 1,489

工具、器具及び備品（純額） 5,980 7,923

土地 ※1
 218,270

※1
 218,270

有形固定資産合計 ※4
 1,262,564

※4
 1,405,234

無形固定資産 5,468 6,919

投資その他の資産

破産更生債権等 8,856 8,261

その他 236 324

貸倒引当金 △8,856 △8,261

投資その他の資産合計 236 324

固定資産合計 1,268,268 1,412,478

資産合計 2,611,072 2,847,551
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年５月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年８月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 25,765 51,125

短期借入金 ※1
 955,000

※1
 975,000

1年内返済予定の長期借入金 ※1
 98,712

※1
 113,112

未払法人税等 734 11,710

その他 56,965 73,962

流動負債合計 1,137,177 1,224,910

固定負債

長期借入金 ※1
 273,084

※1
 408,918

退職給付引当金 27,128 29,189

長期未払金 300,200 300,200

繰延税金負債 56,427 56,427

その他 136 136

固定負債合計 656,976 794,871

負債合計 1,794,154 2,019,782

純資産の部

株主資本

資本金 295,000 295,000

資本剰余金 215,000 215,000

利益剰余金 308,652 319,504

自己株式 △1,734 △1,734

株主資本合計 816,917 827,769

純資産合計 816,917 827,769

負債純資産合計 2,611,072 2,847,551
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年９月１日
　至　平成21年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年９月１日
　至　平成22年５月31日)

売上高 1,689,002 1,042,359

売上原価 1,366,348 844,194

売上総利益 322,653 198,164

販売費及び一般管理費 ※
 307,124

※
 227,540

営業利益又は営業損失（△） 15,529 △29,376

営業外収益

受取利息 518 1,485

助成金収入 － 20,357

その他 6,080 2,736

営業外収益合計 6,599 24,580

営業外費用

支払利息 15,137 11,182

その他 55 －

営業外費用合計 15,192 11,182

経常利益又は経常損失（△） 6,936 △15,978

特別利益

貸倒引当金戻入額 100 114

特別利益合計 100 114

特別損失

固定資産除却損 9 15

特別退職金 － 4,614

特別損失合計 9 4,630

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 7,026 △20,494

法人税等 3,422 △15,771

過年度法人税等還付税額 － △132

四半期純利益又は四半期純損失（△） 3,604 △4,590

EDINET提出書類

日創プロニティ株式会社(E02493)

四半期報告書

19/30



【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年５月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年５月31日)

売上高 472,973 295,899

売上原価 396,287 242,205

売上総利益 76,686 53,694

販売費及び一般管理費 ※
 97,950

※
 69,994

営業損失（△） △21,263 △16,300

営業外収益

受取利息 127 1,248

助成金収入 － 5,487

その他 970 221

営業外収益合計 1,098 6,956

営業外費用

支払利息 4,859 3,268

営業外費用合計 4,859 3,268

経常損失（△） △25,025 △12,612

特別利益

貸倒引当金戻入額 100 114

特別利益合計 100 114

税引前四半期純損失（△） △24,925 △12,498

法人税等 △11,126 △10,739

四半期純損失（△） △13,798 △1,758
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年９月１日
　至　平成21年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年９月１日
　至　平成22年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

7,026 △20,494

減価償却費 178,639 146,684

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9,691 324

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,082 △2,060

賞与引当金の増減額（△は減少） 13,143 －

受取利息及び受取配当金 △518 △1,485

支払利息 15,137 11,182

特別退職金 － 4,614

売上債権の増減額（△は増加） 125,611 77,625

たな卸資産の増減額（△は増加） △13,723 81,267

仕入債務の増減額（△は減少） △48,894 △25,359

未払費用の増減額（△は減少） △23,296 △11,603

その他 1,160 △36,984

小計 267,058 223,709

利息及び配当金の受取額 518 1,221

利息の支払額 △17,350 △11,097

特別退職金の支払額 － △4,614

法人税等の支払額 △464 △10,576

過年度法人税等還付税額 － 132

営業活動によるキャッシュ・フロー 249,761 198,774

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 72,158 27,776

定期預金の預入による支出 △50,099 △38,828

有形固定資産の取得による支出 △107,245 △1,877

無形固定資産の取得による支出 △894 △450

投資活動によるキャッシュ・フロー △86,080 △13,380

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,000 △20,000

長期借入れによる収入 95,000 －

長期借入金の返済による支出 △84,996 △150,234

自己株式の取得による支出 △1,734 －

配当金の支払額 △8,361 △6,219

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,907 △176,453

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 168,589 8,939

現金及び現金同等物の期首残高 372,238 599,055

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 540,827

※
 607,995
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　該当事項はありません。　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年５月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が、前事業年度末に算定したものと

著しい変化がないと認められるため、前事業年度決算において算定した貸倒

実績率等の合理的な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しておりま

す。　

２．たな卸資産の評価方法 　たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについて

のみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

３．繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境

等に著しい変化が生じておらず、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化が

ないと認められるため、前事業年度において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングを利用する方法によっております。

４．固定資産の減価償却費の算定方法　 　定率法を採用している固定資産については、当事業年度に係る減価償却費の

額を期間按分して算定する方法によっております。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年５月31日）

 税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成22年５月31日）

前事業年度末
（平成21年８月31日）

※１．担保資産及び担保付債務 ※１．担保資産及び担保付債務

（1）担保に供している資産は次のとおりであります。 （1）担保に供している資産は次のとおりであります。

建物 393,920千円

土地 183,981千円

計 577,901千円

建物 410,631千円

土地 183,981千円

計 594,612千円

（2）担保付債務は次のとおりであります。 （2）担保付債務は次のとおりであります。

短期借入金 610,000千円

1年内返済予定の長期借入金 78,712千円

長期借入金 233,084千円

計 921,796千円

短期借入金 655,000千円

1年内返済予定の長期借入金 93,112千円

長期借入金 348,918千円

計 1,097,030千円

　２．受取手形裏書譲渡高

90,971千円

　２．受取手形裏書譲渡高

144,012千円

　３．当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため

取引銀行６行と当座貸越契約を締結しております。こ

れら契約に基づく当第３四半期会計期間末の借入未実

行残高は次のとおりであります。

　３．当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため

取引銀行６行と当座貸越契約を締結しております。こ

れら契約に基づく当事業年度末の借入未実行残高は次

のとおりであります。

当座貸越限度額の総額 2,140,000千円

借入実行残高 955,000千円

差引額 1,185,000千円

当座貸越限度額の総額 2,500,000千円

借入実行残高 975,000千円

差引額 1,525,000千円

※４．有形固定資産の減価償却累計額は、1,713,364千円で

あります。

※４.有形固定資産の減価償却累計額は、1,568,836千円で

あります。
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（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年５月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年５月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運賃 57,366千円

役員報酬 66,543千円

給与手当 71,718千円　

賞与引当金繰入額　 3,529千円

退職給付費用　 1,205千円

貸倒引当金繰入額　 10,118千円

研究開発費 2,442千円

その他　 94,200千円

荷造運賃 33,320千円

役員報酬 55,315千円

給与手当 63,657千円　

退職給付費用　 1,037千円

貸倒引当金繰入額　 808千円

研究開発費 792千円

その他　 72,609千円

前第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運賃 14,755千円

役員報酬 21,912千円

給与手当 23,930千円　

賞与引当金繰入額　 3,529千円

退職給付費用　 207千円

貸倒引当金繰入額　 5,367千円

研究開発費 2,442千円

その他　 25,804千円

荷造運賃 9,448千円

役員報酬 16,701千円

給与手当 19,648千円　

退職給付費用　 159千円

貸倒引当金繰入額　 857千円

研究開発費 220千円

その他　 22,958千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年５月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年５月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年５月31日現在） （平成22年５月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 602,763

預入期間が３か月を超える定期預金 △61,936

現金及び現金同等物 540,827

 

 （千円）

現金及び預金勘定 684,075

預入期間が３か月を超える定期預金 △76,080

現金及び現金同等物 607,995
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（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成22年５月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成21年９月１日　至　平成22年５

月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  8,400株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  52株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年11月26日

定時株主総会
普通株式 6,261 750 平成21年８月31日 平成21年11月27日利益剰余金

５．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

（有価証券関係）

当社は、有価証券を全く保有しておりませんので、該当事項はありません。

（デリバティブ取引関係）

当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。

（持分法損益等）

該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期会計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日）

１．ストック・オプションに係る当第３四半期会計期間における費用計上額及び科目名

　該当事項はありません。

２．当第３四半期会計期間に付与したストック・オプションの内容

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成22年５月31日）

前事業年度末
（平成21年８月31日）

１株当たり純資産額 97,857.89円 １株当たり純資産額 99,157.83円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

前第３四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年５月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 430.81円 １株当たり四半期純損失金額(△) △549.94円

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。な

お、前第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、新株予約権の残高はあ

りますが、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、当第３四半期累計期

間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、新株予約権の残高はありますが、１株当たり四

半期純損失であるため記載しておりません。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年５月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額
        

四半期純利益又は四半期純損失(△)（千円） 3,604 △4,590

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

(△)

（千円）

3,604 △4,590

期中平均株式数（株） 8,366 8,348

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在

株式で、前事業年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ －

前第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

１株当たり四半期純損失金額(△) △1,652.89円 １株当たり四半期純損失金額(△) △210.68円

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。なお、潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額については、新株予約権の残高はありますが、１株当たり四半期純損失であるため記載しており

ません。

 
前第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

１株当たり四半期純損失金額         

四半期純損失(△)（千円） △13,798 △1,758

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失(△)

（千円）
△13,798 △1,758

期中平均株式数（株） 8,348 8,348

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在

株式で、前事業年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ －
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（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

（リース取引関係）

　リース取引開始日が平成20年８月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に

係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第３四半期会計期間末におけるリース取引残高は前事業年度末に比べて著

しい変動が認められないため、記載しておりません。

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成21年10月10日

日創プロニティ株式会社

取締役会　御中

如水監査法人

 
指定社員 
業務執行社員

 公認会計士 廣島 武文　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 児玉 邦康　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日創プロニティ株式

会社の平成20年９月１日から平成21年８月31日までの第26期事業年度の第３四半期会計期間（平成21年３月１日から平成

21年５月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成20年９月１日から平成21年５月31日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、日創プロニティ株式会社の平成21年５月31日現在の財政状態、同日をもって終了す

る第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　「第５　経理の状況　２．監査証明について」に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の４の７第４項の規

定に基づき四半期財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の四半期財務諸表について四半期レビューを行った。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四

半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成22年７月８日

日創プロニティ株式会社

取締役会　御中

如水監査法人

 
指定社員 
業務執行社員

 公認会計士 廣島 武文　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 児玉 邦康　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日創プロニ

ティ株式会社の平成21年９月１日から平成22年８月31日までの第27期事業年度の第３四半期会計期間（平成22年３

月１日から平成22年５月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年９月１日から平成22年５月31日まで）に係

る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査

の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、日創プロニティ株式会社の平成22年５月31日現在の財政状態、同日を

もって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以　　上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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